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研究成果の概要（和文）：　「社会」という用語の成立に大きな影響を与えた原語として、英語の"society"並びオラ
ンダ語の"matschappij"を、伝統的背景として伊藤仁斎、荻生徂徠らの「社会」観とを視野に入れながら、国家領域と
社会領域との両者を同時に建設しなければならなかったという、明治前期の思想家達が直面していた現実を踏まえた上
で、「社会」という概念が輸入されたことの思想史的な意味を解明した。

研究成果の概要（英文）：I examined the extremely difficult task which Thinkers of the early Meiji Era had 
to face. That is to say they had to build a new nation and new society at the same time. Considering this 
issue, I brought "society" in English and "matschappij" in Dutch as the original term and observations on 
the "society" by 伊藤仁斎 and 荻生徂徠 as a traditional background.

研究分野：日本政治思想史
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１．研究開始当初の背景 

近代になってはじめて、「国家」とは

区別された「社会」という概念が西洋か

らもたらされ、日本の中にも徐々に「社

会」という領域が発見されていくという

過程については既に、石田雄『日本の社

会科学』、飯田泰三『批判精神の軌跡』、

有馬学『「国際化」の中の帝国日本』など

の優れた業績があった。大正期における

知識人層を対象とした「社会の発見」論

は、その大きな成果である。しかし、「社

会が発見」されたのが大正期以降のこと

とされたことは、明治の「社会」論研究

を手薄にさせる結果につながってしまっ

ていた。その結果、「社会」概念は、当時

の日本人にとっては全くの未知のものと

して、西洋から直輸入された概念として

捉えられることにもなった。 

申請者は「明治政治思想史における法

秩序論の位相」(平成 19～22 年度、若手

研究(B))において、西周や福澤諭吉らの

法秩序論を検討するにあたり、江戸時代

の儒教思想並びに現実の社会政策論を調

査してきた。そこで明らかになったのは、

江戸期の思想家達も「社会」に相当する

現実を捉え、考察していたということで

ある。西周が society の訳語として借用

したのは「相愛生養」という江戸中期の

儒者、荻生徂徠が用いていた用語でもあ

った。つまり、西洋からもたらされた「社

会」概念は、日本の知的伝統の中に位置

付けて意図的に読み替えられつつ受容さ

れたのである。本研究は第一に、「社会」

概念における伝統を重視するという意識

を強く持つことを特徴としてきた。 

第二に、江戸時代の現実においては、

「社会」領域だけではなく「国家」領域

もまた成立していたわけではなく、明治

という時代は、両領域が同時進行的に発

見された時代であった。猪原透「「社会の

発見」再考」(立命館大学人文科学研究所

紀要、96 号)が述べるように、「国家」領

域からの「社会」領域の分離、独立こそ

が近代社会の指標であるという前提に捉

われ過ぎ、その観点から思想を裁断しよ

うとする傾向を有していた従来の研究は、

両領域を同時に建設しなければならない

という明治前期の思想家達が直面した難

問の意味を見落としてきた。 

この点の反省を踏まえ、近代日本の「社

会」研究のためには、特定の「社会観」

のみを前提にせず、西洋における「社会

観」をも複数形で捉えた上で、前史とし

ての江戸期を含む明治期を視野に入れた

考察を行う必要が有ることを認識した。

そこで、以下２つの観点を重視すること

にした。 

(１)明治の思想家達が「社会」並びに「国

家」という概念を理解する際に背景とな

ったものを、江戸の知的文脈の中に見出

し、それとの対比の中から彼らの「社会」

観の特徴を捉え直すこと。 

(２)「社会」の自立こそを近代社会成立

の指標とする理解を一度括弧にいれ、19

世紀ヨーロッパの「社会」観そのものを

問い直すこと。特に、幕末明治期の思想

家達が最初に触れた西洋の「社会」観と

して、オランダ語の“maatschappij”の

意味を調査、検討すること。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、明治政治思想史を「社会」とい

う用語の成立過程という視点から捉え直す

ことを目的としてきた。特に、その用語の成

立に大きな影響を与えた原語として英語の

“society”、オランダ語の”maatschappij”

を、伝統的背景として伊藤仁斎、荻生徂徠に

おける「社会」に相当する現実についての議

論とを重要な考察要素とし、単なる用語成立

史の解明に止まらない、明治時代における社



会論と統治論との位相を明らかにすること

が目的であった。 

 

３．研究の方法 

 「社会」という用語が確定する以前に、

“society”ないし"maatschappij”という

語と向き合い、それをどのような日本語でそ

れを表現するかという問題に直面した福澤

諭吉、津田真道、西周、中村正直、森有礼、

福地桜痴らの苦闘の軌跡を跡付けてきた。第

一に、従来の研究において手薄だった、オラ

ンダにおける”maatschappij”の、特に津

田・西らが直接師事したフィッセリングにお

けるそれの特徴をライデン大学図書館貴重

書コーナー所蔵の史料を中心にして考察し

た。第二に、「社会」という用語確定以前に、

訳語選定の際に背景的知識となっていた伊

藤仁斎、荻生徂徠における「社会」に相当す

る現実についての議論を、その統治観との関

係において調査した。第三に、前二者の「社

会」観を二つの軸としつつ、明治前期の思想

家達それぞれの「社会」観を考察した。 

 
４．研究成果 

  本研究は、従来の明治思想研究は、国家

ないしは政府領域とは区別された民間領域

の重要性を強調することこそが政治学の役

割であるとする前提にこだわり過ぎてきた

のではないかという仮説に基づいて調査、

考察を進めてきた。それ故、「社会」という

概念も、明治以前には存在しなかった理想

の概念としてのみ捉えられ、それがいかに

誤解され、現代に至るまで、日本には根付

いていないという、欠如論として展開され

過ぎてきたように思う。 

  そのような問題を感じながら「社会」論

を振り返るためのの重要な作業として、縦

軸としての江戸の思想、横軸としての同時

代の西洋の思想にも重大な関心を払ってき

たが、例えば、江戸時代の思想家達におけ

る「社会」的なるものの捉え方として、伊

藤仁斎は、民間領域における分業(家職)に

基づいた秩序の重要性を強調していたこと、

それをある面では継承したと言い得る荻生

徂徠は、さらに分業という発想も分業の具

体的なあり方も、統治によってこそ実現し

たもの、されるものとして捉え直していた

ことが明らかになった。あるいはまた、明

治期における「社会」論の成立に重要な役

割を果たした、西周、津田真道のオランダ

留学時代の指導教員であったS.フィッセリ

ングは、社会領域における自由の意義を強

調する思想家であったが、同時にそのため

にこそ、彼が大蔵大臣として行う制度設計

に細心の注意を払っていたことが明らかに

なった。 

  これらの事例からは、「社会」は統治との

関連で理解され考察されていたということ

が分かってくる。あるいは少なくとも、そ

のように理解した方が、より豊かな知見に

到達できると考えられる。 

  中村正直は society の訳語として「仲間

之会所」を用いる時と「政府」を用いるこ

ともあり、国家領域と社会領域との区別が

曖昧であるか、結局のところ、国家によっ

て制御されるものとしてしか「社会」を認

識していないものとして批判的に捉えられ

てきた。しかし、江戸以来の「社会」論の

中にこの議論、フィッセリングに見られる

ような同時代の西洋における「社会」の捉

え方の中に位置付けて考え直してみるなら

ば、「国家」領域と「社会」領域との両者を

同時に建設しなければならなかったという、

明治前期の思想家達が直面した難問の存在

にこそ目を向けるべきである。 

  以上のような調査、考察の結果、「国家」

か「社会」かという二者択一的な視点に陥

らず、「社会」の自立性ばかりを排他的に評

価する立場に固執することなしに「社会」

概念の意義をフラットに捉え直す必要があ

ることが明らかとなった。 
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